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洛
陽
は
東
周
よ
り
、
後
漢
・
三
国
魏
・
西
晋
・
北
魏
・
階
・
唐
・
後
梁
・
後
唐
の
九
朝
の
都
と
な
っ
た
地
で
あ
る
。
す
ぐ
北
に
黄
河
が
流
れ
る
が
、
間
に
あ
る
邸
山
に
よ
り
、
そ
の
氾
濫
の
被
害
は
及
ば
な
い
と
い
う
地
の
利
が
あ
り
、
ま
た
古
来
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
な
地
で
も
あ
っ
た
。
国
都
に
定
め
ら
れ
る
の
は
東
周
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
、
西
周
初
期
の
成
王
の
治
世
に
、
旧
股
勢
力
圏
で
あ
っ
た
東
方
を
経
営
す
る
拠
点
と
し
て
洛
邑
（
現
在
の
洛
陽
地
区
）
（１）
の
地
に
都
城
が
築
か
れ
た
。
当
時
の
様
子
を
『
尚
菫
日
」
「
洛
詰
」
、
「
逸
周
書
」
「
作
雛
」
な
ど
の
古
文
献
が
伝
え
て
い
る
。
ま
た
「
何
尊
」
と
呼
ば
れ
る
青
銅
器
の
内
側
底
部
に
刻
さ
れ
た
銘
文
に
成
王
が
東
都
で
あ
る
成
周
を
造
営
す
る
に
当
た
り
武
王
に
対
し
祭
祀
を
行
っ
法
政
史
学
第
五
十
七
号
は
じ
め
に
両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（２）
たとの記載がある。その一行ロロに、
惟
王
初
遷
宅
成
周
…
…
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
成
王
が
成
周
建
設
後
、
西
周
の
国
．
（
３
）
都
鎬
京
か
ら
遷
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
成
周
と
は
洛
口
巴
に
造
ら
れ
た
金
文
で
確
認
で
き
る
都
城
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
元
河
南
志
』
に
は
、
書
謂
周
公
・
召
公
卜
澗
水
東
濯
水
西
，
惟
洛
食
者
，
所
築
乃
周
王城。即武王謂為天室，定鼎於郊鄭所。又卜權水東，
亦
洛
食
者
，
所
築
乃
成
周
下
都
，
周
虚
股
民
。
両
城
東
西
相
去
四十里。
と
あ
り
、
洛
陽
地
区
に
は
二
つ
の
都
城
が
営
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
洛
陽
地
区
に
は
周
代
の
遺
構
と
し
て
王
城
と
認
識
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
の
遺
跡
は
東
周
王
城
と
称
さ
れ
、
す
な
わ
ち
犬
戎
に
追
わ
れ
、
紀
元
前
七
七
○
年
平
王
が
都
を
定
め
た
と
杉
田
あ
ず
さ 二一一
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（４）
「漢聿日』に伝えられる都城に比定されている。前一一五六年
秦
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
基
本
的
に
王
城
は
東
周
の
国
都
と
し
て
存
（５）
続１）ていた。
以
上
の
よ
う
に
西
周
・
東
周
時
代
の
洛
陽
地
区
に
は
二
つ
の
都
城
の
存
在
が
数
々
の
文
献
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
区
か
ら
は
上
述
の
よ
う
に
東
周
時
代
の
王
城
、
所
謂
東
周
王
城
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
西
周
時
代
の
洛
邑
、
金
文
に
見
ら
れ
る
成
周
に
相
当
す
る
遺
構
、
す
な
わ
ち
都
城
遺
跡
を
示
す
城
壁
や
宮
殿
（６）
吐
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
西
周
・
東
周
時
代
、
洛
邑
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
居
住
し
、
ど
の
よ
う
な
都
が
営
ま
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
西
周
初
期
に
段
を
滅
亡
さ
せ
た
直
後
の
洛
邑
の
構
成
員
、
そ
し
て
ま
た
犬
戎
に
鎬
京
を
追
わ
れ
て
遷
都
し
た
と
き
の
洛
邑
の
構
成
員
と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
人
々
の
思
想
・
習
俗
が
如
実
に
現
れ
、
且
つ
遺
構
と
し
て
多
く
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
下
に
、
墓
葬
と
い
う
材
料
を
用
い
て
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
く
も
の
と
す
る
。
墓葬という文一一一一口をめぐっては様々な理解がある。本稿で
の
議
論
は
墓
葬
が
当
時
の
人
々
の
思
想
・
習
俗
を
探
る
材
料
で
あ
る
両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
墓
葬
の
分
析
と
い
う
点
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
埋
葬
す
る
意
図
を
持
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
墓
葬
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
死
者
を
埋
葬
す
る
意
図
が
見
受
け
ら
れ
な
い
も
の
、
例
え
ば
地
表
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
自
然
と
埋
没
し
た
も
の
、
投
棄
さ
れ
た
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
は
本
稿
の
資
料
と
し
て
墓
葬
と
い
う
範
囑
か
ら
除
（７）
く
ｏ｜
方
、
分
析
対
象
区
域
と
し
て
は
洛
陽
地
区
を
設
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
い
う
洛
陽
地
区
と
い
う
の
は
、
洛
陽
市
街
地
を
中
心
と
し
て
北
の
孟
津
県
・
東
の
値
師
県
に
接
す
る
地
域
を
指
す
（
以
後
当
該
地
区
と
も
い
う
）
。
な
ぜ
こ
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
周
公
・
召
公
が
占
っ
た
場
所
が
こ
の
区
域
に
比
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
（８）
る。次
に
墓
葬
の
何
を
以
て
人
々
の
思
想
・
習
俗
が
理
解
で
き
る
か
と
い
う
点
に
触
れ
る
。
例
え
ば
「
礼
記
」
「
檀
弓
下
」
に
は
、
葬
於
北
方
北
首
、
三
代
之
達
礼
也
。
之
幽
之
故
也
。
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
幽
暗
の
方
向
で
あ
る
北
方
に
頭
を
北
に
し
て
埋
葬
す
る
の
が
夏
・
股
・
周
三
代
の
習
わ
し
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
礼
記
』
が
伝
え
る
の
が
夏
王
朝
か
ら
周
王
朝
の
全
て
の
地
域
に
於
い
て
統
一
さ
れ
た
事
象
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
こ
と
か
ら
埋
葬
に
際
し
て
の
方
向
、
頭
位
は
当
時
の
思
想
・
習
俗
の
表
れ
と
古
来
よ
り
考
え
る
。
先
行
研
究
と
し
て
松
田
稔
氏
も
頭
一
一
一
￣
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法
政
史
学
第
五
十
七
号
330-29
北
2４ 1９
南
図 墓葬向き概念図
二
四
（９）
位と思想・習俗を結びつける積極的な姿勢を見せている。
文献の記載と考古学の報告とが必ずしも一致するとは一一一一口え
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
思
想
・
習
俗
を
知
る
一
つ
の
切
り
口
と
し
て
頭
位
と
い
う
問
題
に
筆
者
は
注
目
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
墓
葬
と
い
う
検
討
対
象
に
於
い
て
、
特
に
頭
位
に
基
づ
い
た
墓
の
向
き
か
ら
当
時
の
人
々
の
習
俗
を
探
り
出
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
以
て
洛
邑
を
営
ん
だ
人
々
に
つ
い
て
議
論
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
ま
た
頭
位
分
析
と
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
、
階
層
と
い
う
問
題
に
も
着
日
て
て
い
き
た
い
が
、
墓
の
規
模
を
基
準
に
す
る
の
が
至
当
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
洛
陽
で
出
土
し
て
い
る
墓
葬
は
盗
掘
が
著
し
く
随
葬
品
が
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
棺
内
が
荒
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ
う
し
た
墓
葬
の
随
葬
品
か
ら
階
層
を
確
認
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
随
葬
品
以
外
で
階
級
が
伺
え
る
も
の
は
何
か
と
考
え
る
に
、
そ
れ
は
墓
の
規
模
で
あ
る
と
思
う
か
らである。
で
は
具
体
的
な
基
準
を
定
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
ず
墓
の
向
き
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
と
し
て
松
崎
つ
ね
子
氏
に
よ
る
墓
主
の
頭
（皿）
位
分
析
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
は
こ
の
基
準
に
準
拠
す
る
が
、
そ
れ
は先行研究との比較に於いても、同一基準を用いるのが一安
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
基
準
を
示
し
た
も
の
が
、
図
一
で
あ
る
。
な
お
報
告
書
に
よ
っ
て
は
墓
葬
の
方
向
あ
る
い
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は
方
向
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
表
中
で
頭
位
が
確
認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
分
析
対
象
に
加
え
る。一方、判断が付かないものは分析対象から除く。
続
い
て
墓
葬
の
規
模
の
規
定
を
行
う
。
『
洛
陽
北
窯
西
周
墓
」
で
は
墓
室
の
長
さ
・
幅
に
よ
っ
て
大
型
・
中
型
・
小
型
墓
に
大
別
す
（、）
る。且〈体的には長さ五メートル以上、幅四メートル以上を
大
型
墓
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
前
後
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
前
後
を
中
型
墓、長さ三メートル以下、幅一一メートル以下を小型墓とし
て
い
る
。
し
か
し
墓
葬
の
中
に
は
、
長
さ
は
基
準
に
達
し
て
い
て
も
幅
は
基
準
値
を
遙
か
に
下
回
る
も
の
、
逆
に
幅
は
基
準
値
で
あ
っ
て
も
長
さ
は
基
準
以
下
で
あ
る
も
の
が
存
在
し
、
判
断
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
墓
型
に
よ
っ
て
は
墓
口
と
墓
底
の
サ
イ
ズ
が
異
な
る
。
で
は
何
を
以
て
基
準
と
定
め
る
か
。
墓
底
に
は
随
葬
品
が
置
か
れ
、
墓
主
が
横
た
わ
り
、
時
と
し
て
朱
砂
が
ま
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
た
め
、
墓
底
に
は
埋
葬
時
の
習
俗
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
敢
え
て
墓
底
の
面
積
を
以
て
墓
葬
の
規
模
を
分
類
す
る
こ
と
と
し
た
。
先
に
挙
げ
た
『
洛
陽
北
窯
西
周
墓
』
の
数
値
を
参
考
に
以
下
の
基
準
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
大
型
墓
は
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
、
中
型
墓
は
二
つ
に
分
け
、
一
四
・
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
○
・
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
中
型
墓
ａ
、
九
・
九
九
平
方
メ
ー
ト
両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
表 洛陽北窯西周墓・分類表
二
五
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノI､型墓 計
北 8７ 108 1１１ 1９ 325
北東 ０ １ ０ １ ２
東 ０ ０ ０ ０ ０
南東 ０ ０ ０ ０ ０
南 ０ １ ０ ０ １
南西 ０ ０ １ ０ 1
西 ０ １ ２ ０ ３
北西 ０ ３ ５ ０ ８
計 8７ 114 119 2０ 340
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表二北窯西周墓以外の洛陽西周墓
法
政
史
学
第
五
十
七
号
一一一ハ
＊時代については掲載論文に報告されているものに基づく。従って明確でないものは分かる範囲で示している。す
なわち西周とだけ分かるものは「[)Wl1Fil」と示す。
墓号 方向 向き 面積 規模 時代 掲載資料
Ｃ３Ｍｌ９６号墓 345 北 3０９ 小 西周早期 文物 1992年 第３期 1９－２２，９１
Ｃ３Ｍ２００号墓 180 南 ３ 8３ 小 西周早期 文物 1992年 第３期 1９－２２，９１
北窯Ｍ１20号墓 353 北 ３ 9４ 小 西周前期 考古 1972年 第２期 35-36
Ｃ５Ｍ８９号墓 175 南 ３ 7８ 小 西周早期 中原文物 1984年 第３期 25-28
Ｃ５Ｍ９１号墓 355 北 ３ 4８ 小 西周早期 中原文物 1984年 第３期 25-28
IMl505号墓 ３ 北 ５ 3８ 小 西周早期 文物 2000年 第10期 4－１１
１Ｍ1519号墓 357 北 ５ 3４ 小 西周早期 文物 2000年 第１０期 4－１１
HM362号墓 正北 北 ２ 2５ 小 西周中期 文物 1997年 第９期 2３－２５，４０
HM359号墓 1０ 北 ４ 2０ 小 西周中期 文物 1997年 第９期 2３－２５，４０
ＡＭ２１墓 ９ 北 ４ 5０ 小 西周中期 文物 1999年 第９期 1６－１８，３３
Ｃ５Ｍ８８号墓 175 南 ３ 6４ 小 西周中期 中原文物 1984年 第３期 25-28
Ｃ５Ｍ９０号墓 ０ 北 ３ 3８ 小 西周中期 中原文物 1984年 第３期 25-28
Ｃ５Ｍ９２号墓 353 北 ５ 7８ 小 西周中期 中原文物 1984年 第３期 25-28
151号墓 359 北 3０ 8３ 大 西周後期 考古学報 1955年 第９期 91-116
152号墓 ２ 北 ９ 7０ 中ｂ 西周後期 考古学報 1955年 第９期 91-116
C5M1134号墓 0 北 ５ 7６ 小 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5Mll35号墓 353 北 1０ 0０ 中ａ 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5Mll36号墓 ０ 北 2０ 1４ 大 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5Mll39号墓 ０ 北 2０ 0０ 犬 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5M1144号墓 356 北 ６ 7２ 中ｂ 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5Mll48号墓 353 北 1１ 4８ 中ａ 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5M1289号墓 352 北 ９ 0０ 中ｂ 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5Ml290号墓 ０ 北 ９ 1２ 中ｂ 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
C5Ml291号墓 351 北 ６ 8４ 中ｂ 西周晩期 文物 1999年 第９期 19-28
Ｃ５Ｍ９０６号墓 350 北 1２ 0０ 中ａ 西周晩期 考古 1995年 第９期 788-791,801
白馬寺Ｍ１号墓 352 北 ３ 6６ 小 西周晩期 文物 1998年 第10期 3３－３７，６６
白馬寺Ｍ４号墓 ５ 北 ３ 9９ 小 西周晩期 文物 1998年 第10期 3３－３７，６６
白馬寺Ｍ２1号墓 ６ 北 ５ 1７ 小 西周晩期 文物 1998年 第10期 3３－３７，６６
Ｃ３Ｍ４６号墓 北 北 ２ 8６ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
Ｃ７Ｍｌｌｌ号墓 8３ 東 ２ 7４ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
南 南 ５ 4０ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
Ｃ３Ｍ４号墓 南 南 ３ 9０ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
洛鉄Ｍ１号墓 ７ 北 ３ 5０ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
Ｃ８Ｍ８１３号墓 南 南 ３ 7５ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
Ｃ３Ｍ３号墓 南 南 ３ 0７ 小 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
Ｃ５Ｍ９９号墓 ５ 北 1５ 1７ 大 西周 考古与文物 1998年 第３期 44-68
155号墓 345 北 ３ 1２ 小 西周 考古学報 1955年 第９期 91-116
158号墓 1８ 北 ９ 8３ 中ｂ 西周 考古学報 1955年 第９期 91-116
Ｍ14号墓 172 南 1５ 6０ 大 西周 文物 1981年 第７期 52-64
東郊西周墓 北 北 ４ 5０ 小 西周 考古 1959年 第４期 187-188
６：０１号墓 183 南 １ 9９ 小 西周 考古通訊 1956年 第１期 27-28
３：０１号墓 354 北 ８ 4９ 中ｂ 西周 考古通訊 1956年 第１期 27-28
北窯Ｍ３6号墓 北 北 １ 2０ 小 西周 考古 1983年 第５期 430-441,388
北窯Ｍ69号墓 北 北 １ 0８ 小 西周 考古 1983年 第５期 430-441,388
北窯Ｍ83号墓 北 北 １ 5３ 小 西周 考古 1983年 第５期 430-441,388
中州路Ｍ１23号墓 ５ 北 ４ 9２ 小 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ211号墓 359 北 ３ 6４ 小 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ315号墓 358 北 ２ 1０ I、 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ３号墓 ２ 北 ２ 6２ I、 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ403号墓 2０ 北 ２ 5９ |、 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ404号墓 ５ 北 1 8５ |、 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ506号墓 ２ 北 ３ 1２ １Ｎ 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ640号墓 ０ 北 ４ 8３ |、 西周 「 各陽中州路」
中州路Ｍ816号墓 ５ 北 ５ 0４ 小 西周 ｢洛陽中州路」
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表三洛陽西周墓・分類表
TIぞiZ7Fz
先
に
示
し
た
分
析
基
準
を
以
て
ま
ず
『
洛
陽
北
窯
西
周
墓
』
中
の
（、）
墓
葬
を
分
類
し
た
の
が
表
一
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
墓
葬
が
北
を
向
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
中
で
も
大
型
墓
は
西
周
時
代
を
通
じ
て
全
て
北
向
き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
中
型
墓
ａ
中
の
北
向
き
の
割
合
は
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
型
墓
ｂ
は
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
型
墓
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
ず
れ
も
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
北
向
き
で
あ
り
、
全
体
的
に
も
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
い
割
合
を
北
向
き
墓
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
規
模
の
違
い
に
よ
っ
て
特
質
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
区
の
墓
葬
全
て
が
北
向
き
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
型
墓
の
墓
主
た
り
う
る
身
分
の
者
も
小
型
墓
の
墓
主
た
り
う
る
身
ル
か
ら
六
・
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
中
型
墓
ｂ
、
小
型
墓
は
五
・
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
と
す
る
。
中
型
墓
を
二
つ
に
分
け
た
の
は
六
・
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
範
囲
内
を
約
五
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
に
し
、
大
型
墓
と
小
型
墓
に
分
類
さ
れ
る
面
積
の
対
象
数
値
を
中
型
墓
の
二
分
し
た
対
象
数
値
と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
、
頭
位
及
び
墓
葬
の
規
模
を
上
述
の
規
準
に
よ
っ
て
分
析
し
、
洛
陽
地
区
の
墓
葬
の
様
相
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ニ
洛
陽
地
区
の
西
周
墓
一
一
七
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノ]､型墓 計
北 9１ 1１１ 118 4９ 369
北東 ０ １ ０ １ ２
東 ０ ０ ０ １ １
南東 ０ ０ ０ 0 ０
南 1 １ ０ ８ 1０
南西 ０ ０ １ ０ １
西 ０ 1 ２ ０ ３
北西 ０ ３ ５ ０ ８
計 9２ 117 126 5９ 394
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'1＜
↑
孟
津
県熱
白馬寺
ロ
▲
→
堰
師
県
●
￣
洛
何
伊
河
●
＝
北
向
き
以
外
の
西
周
墓
○
＝
北
向
き
以
外
の
東
周
墓
▲
＝
北
向
き
の
西
周
墓
△
＝
北
向
き
の
東
周
墓
二Ｚ
O
３
ｋ
ｍ
Ｌ
－
■
-
■
＿
＿
△
の
Ｐ
'
図
二
洛
陽
地
区
の
西
周
・
東
周
墓
（
『
中
国
文
物
地
図
集
河
南
分
冊
』
を
も
と
に
作
成
）
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分
の
者
も
一
様
の
思
想
あ
る
い
は
習
俗
に
基
づ
い
て
埋
葬
さ
れ
た
と
言えよう。
同
様
の
方
法
で
「
洛
陽
中
州
路
」
中
で
報
告
さ
れ
て
い
る
西
周
期
（旧）
の
墓
葬
、
及
び
そ
の
他
個
別
に
報
告
さ
れ
て
い
る
洛
陽
地
区
の
西
周
墓
を
見
る
。
分
析
対
象
と
し
た
の
は
表
二
に
示
し
た
五
四
基
の
西
周
墓
で
あ
る
。
小
型
墓
が
全
体
の
半
数
以
上
を
数
え
る
が
、
全
体
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
は
同
じ
く
北
向
き
墓
が
多
い
。
た
だ
報
告
で
は
北
以
外
を
向
く
墓
葬
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
五
四
基
中
一
○
基
、
約
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
弱
が
北
以
外
を
向
く
。
こ
れ
ら
を
本
稿
の
採
用
し
た
基
準
に
よ
っ
て
分
類
し
、
先
の
北
窯
墓
と
合
算
す
る
と
、
表
三
の
よ
う
に
な
る
。
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
北
向
き
で
、
そ
れ
以
外
は
六
パーセントとなる。
従
来
、
当
該
地
区
の
西
周
墓
を
め
ぐ
っ
て
は
数
多
の
研
究
成
果
が
（Ｍ）
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
｝
ｂ
を
通
じ
て
、
西
周
墓
は
癌
河
両
岸
の
塔
湾
・
馬
波
・
寵
家
溝
・
老
城
東
関
・
北
窯
の
一
帯
と
中
州
路
を
含
む
（胆）
澗
河
両
岸
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
『
わ
れ
る
。
大
き
（的）
く
分
け
て
こ
の
二
つ
の
区
域
が
当
時
の
墓
群
と
理
解
で
き
る
。
橿
河
・
澗
河
は
図
二
に
見
え
る
よ
う
に
洛
陽
市
街
地
を
縦
断
す
る
二
つ
の
河
川
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
澗
河
両
岸
出
士
の
西
周
墓
は
全
て
北
（Ⅳ）
を向いている。一方、北以外を向く墓が若干認め『われる北
窯
墓
及
び
個
別
に
報
告
さ
れ
る
洛
陽
墓
に
於
い
て
北
以
外
を
向
く
一
両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
○
基
中
、
出
土
場
所
が
報
告
さ
れ
て
い
る
五
基
は
い
ず
れ
も
橿
河
両
岸
に
位
置
す
る
。
そ
の
中
で
も
Ｍ
一
四
号
墓
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
北
墓
道
が
八
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
東
に
折
れ
て
い
る
が
、
全
長
一
八
メ
ー
ト
ル
の
墓
道
を
有
す
る
中
字
型
の
大
墓
で
、
盗
掘
が
甚
だ
し
い
な
が
ら
も
有
力
者
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
南
向
き
墓
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｍ
一
四
号
墓
周
辺
に
（旧）
は
中
・
小
規
模
の
墓
が
複
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、
Ｍ
一
四
口
百
墓
と
平
行
す
る
よ
う
に
皆
南
に
頭
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
付
近
か
ら
は
同
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
見
え
る
祭
祀
坑
が
三
カ
所
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
墓
の
規
模
か
ら
階
級
差
も
明
白
で
一
つ
の
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
例
外
的
に
北
以
外
を
向
く
西
周
墓
は
嬉
河
両
岸
地
区
で
出
士
し
て
お
り
、
こ
の
一
帯
に
は
北
向
き
に
墓
を
作
る
グ
ル
ー
プ
と
北
以
外
の
、
主
に
南
向
き
に
墓
を
作
る
グ
ル
ー
プ
と
か
混
在
し
て
いたと考えられる。
以
上
、
洛
陽
地
区
の
西
周
墓
を
頭
位
と
規
模
を
基
準
に
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
西
周
時
代
の
洛
陽
で
は
墓
室
の
規
模
に
関
係
な
く
北
向
き
に
作
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
北
向
き
に
墓
を
作
る
習
俗
は
、
あ
る
一
定
の
階
層
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
大
型
墓
の
墓
主
た
る
階
層
に
も
小
型
墓
の
墓
主
た
る
階
層
に
も
同
様
に
浸
透
し
て
い
た
と
言
え
る
。
た
だ
全
て
が
北
向
き
に
作
ら
れ
て
い
一
一
九
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表四洛陽中州路春秋墓・分類表
法
政
史
学
第
五
十
七
号
*北東・南東・北西・南西は各項目「０」であるため省略した。
表五洛陽中州路戦国墓・分類表
*北東・南東・北西・南西は各項目「０」であるため省略した。
表六洛陽中州路未分期東周墓・分類表
○
*北東・南東・北西・南西は各項目「０」であるため省略した。
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノl､型墓 計
北 １ ２ ８ 5０ 6１
東 ０ ０ ０ ３ ３
南 ０ 0 ０ ７ ７
西 ０ ０ ０ ２ ２
計 １ ２ ８ 6２ 7３
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノ|､型墓 計
北 1 ２ ８ 5１ 6２
東 ０ ０ ２ ７ ９
南 ０ ０ ０ ４ ４
西 ０ 0 ０ ０ ０
計 １ ２ 1０ 6２ 7５
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノl､型墓 計
北 ０ ０ ７ 7４ 8１
東 ０ 0 ０ ５ ５
南 ０ ０ ０ ４ ４
西 ０ ０ ０ ０ ０
計 ０ ０ ７ 8３ 9０
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周墓以外の東周墓
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周
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か
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邑
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田
）蕊三一
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法
政
史
学
第
五
十
七
号
－
－
－
￣
￣
C1M3943号墓 352 北 ６５１ 中型ｂ 戦国晩期 文物 1999年 第８期 4－１３
Ｔ３Ｍ２号墓 358 北 ２ 7６ 小型 周 考古 1989年 第９期 789-798
市委Ｍ58号墓 ０ 北 ３ 5０ 小型 周 考古 1989年 第９期 789-798
市建公司Ｍ34号墓 ０ 北 ２ 4２ 小型 周 考古 1989年 第９期 789-798
市西花壇Ｍ31号墓 355 北 ５ 8３ 小型 周 考古 1989年 第９期 789-798
防疫駅Ｔ１Ｍ１号墓 ０ 北 １ 2８ 小型 周 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ28号墓 359 北 ２ 7６ 小型 周 考古 1989年 第９期 789-798
70-17Ｍ４号墓 ６ 北 ４ 1６ 小型 東周 考古 1985年 第６期 508-521
7卜17Ｍ５号墓 ０ 北 １ 2４ 小型 東周 考古 1985年 第６期 508-521
70-17Ｍ８号墓 ０ 北 ２ 8５ 小型 東周 考古 1985年 第６期 508-521
T16-M3号墓 ０ 北 ２ 8６ 小型 東周 考古 1985年 第６期 508-521
市委Ｍ61号墓 ０ 北 ３ 6０ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
市人防辮公室Ｍ87号墓 342 北 ５ 2５ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
老城環衛駅Ｍ83号墓 338 北 ４ 8８ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ65号墓 357 北 ２ 0６ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ67号墓 356 北 ３ 3６ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ71号墓 352 北 ５ 5５ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ76号墓 357 北 ２ 9９ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ77号墓 351 北 １ 6８ 小型 東周 考古 1989年 第９期 789-798
95LM379号墓 北 北 ４ 0３ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
定鼎路小学小型墓１ 北 北 １ 5８ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
定鼎路 I､学小型墓２ 北 北 １ 5８ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
定鼎路 I､学小型墓３ 北 北 １ 5８ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
定鼎路 |､学小型墓４ 北 北 １ 5８ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
定鼎路 I､学中型墓２ 北 北 ４ ０３ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
定鼎路 l､学中型墓３ 北 北 ４ 0３ 小型 東周 考古 1997年 第11期 36-43
凱旋路Ｍ428号墓 358 北 ３ 6０ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ439号墓 357 北 １ 4０ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ449号墓 ５ 北 ３ 3６ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ455号墓 355 北 ２ 8０ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ456号墓 350 北 ２ 6０ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ469号墓 356 北 ４ 6５ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ473号墓 ２ 北 ３ 7１ 小型 東周 考古学報 2000年 第３期 359-394
澗西75号墓 北 北 ２ 2６ 小型 春秋 考古通訊 1957年 第３期 47-55
凱旋路Ｍ435号墓 355 北 ９】 8６ 小型 春秋早'*'期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ443号墓 ４ 北 ４ 1６ 小型 春秋旱中期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ422号墓 357 北 ５ 2２ 小型 春秋早中期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ426号墓 ２ 北 ３ 9２ 小型 春秋旱中期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ429号墓 ０ 北 ４ 0５ 小型 春秋早中期 考古学報 2000年 第３期 359-394
市委Ｍ１号墓 355 北 ３ 1１ 小型 春秋中期 考古 1989年 第９期 789-798
１Ｍ654号墓 5～350 北 ５ 0４ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ655号墓 5～350 北 ５ 0４ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ661号墓 5～350 北 ３ 8０ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ662号墓 5～350 北 ５ 0４ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ663号墓 5～350 北 ３ 8０ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ664号墓 5～350 北 ５ 0４ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ665号墓 5～350 北 ３ 8０ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
１Ｍ704号墓 5～350 北 ３ 8０ 小型 春秋中期 中原文物 1998年 第３期 1－４
33工区Ｍ3110号墓 ３ 北 ５ 7６ 小型 春秋晩期 考古 1987年 第８期 711-722
市達公司Ｍ33号墓 ４ 北 ５ 5８ 小型 春秋晩期 考古 1989年 第９期 789-798
市建公司Ｍ35号墓 ５ 北 ４ 4０ 小型 春秋晩期 考古 1989年 第９期 789-798
地区廣播電視局Ｍ62号墓 355 北 ４ 3２ 小型 春秋晩期 考古 1989年 第９期 789-798
玻璃廠内Ｍ29号墓 358 北 ３ 7８ 小型 春秋晩期 考古 1989年 第９期 789-798
C1M2430号墓 355 北 ４ 3１ 小型 春秋晩期 考古 1991年 第６期 511-521
凱旋路Ｍ442号墓 346 北 ２ 9４ 小型 春秋晩期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ444号墓 358 北 ４ 7８ 小型 春秋晩期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ460号墓 357 北 ３ 4３ 小型 春秋晩期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ462号墓 ２ 北 ５ 2２ 小型 春秋晩期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ474号墓 350 北 ４ 3２ 小型 春秋晩期 考古学報 2000年 第３期 359-394
凱旋路Ｍ475号墓 355 北 ２ 3４ 小型 春秋晩期｜考古学報 2000年 第３期 359-394
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Hosei University Repository
蕊法政史学第五十七号四焼溝Ｍ44号墓 ０ 北 ５１０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ601号墓 ５ 北 ２ 9３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ602号墓 ０ 北 ４ 5６ 小型 戦１日中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ603号墓 ９ 北 ２ 5１ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ604号墓 354 北 ５ 8９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ605号墓 0 北 ３ 5３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ606号墓 ０ 北 ３ 4３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ607号墓 353 北 ３ 3６ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ608号墓 1 北 ３ 4４ 小 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ609号墓 ６ 北 ５ 0４ '１型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ610号墓 354 北 ４ 2９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ611号墓 ０ 北 ４ 6４ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ614号墓 357 北 ４ 3０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ615号墓 352 北 ３ 5８ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ616号墓 ０ 北 ２ 7０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ617号墓 354 北 ３ 6３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ618号墓 346 北 ２ 5１ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ619号墓 ０ 北 ４ 3２ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ620号墓 1２ 北 ３ 2９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ621号墓 357 北 ２ 6９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ622号墓 350 北 ２ 8１ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ623号墓 0 北 ２ 6９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ624号墓 ２ 北 ４ 5６ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ625号墓 ５ 北 ４ 9９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ628号墓 350 北 ４ 0６ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ629号墓 358 北 ３ 2９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ630号墓 1 北 ３ 7４ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ631号墓 ０ 北 ３ 1２ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ633号墓 356 北 ２ 9４ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ634号墓 ０ 北 ４ 6０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ635号墓 350 北 ２ 9９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ636号墓 354 北 ４ 6８ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ637号墓 1 二|上 ４ 6８ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ639号墓 ５ 北 ３ 9５ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ640号墓 355 北 ４ 3７ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ641号墓 356 北 ４ 9３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ642号墓 357 北 ５ 5５ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ643号墓 358 北 ２ 9５ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ644号墓 354 北 ２ 6４ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ645号墓 ０ 北 ４ 7９ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ646号墓 355 北 ４ 4３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ647号墓 357 北 ４ 6６ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ648号墓 ０ 北 ４ 9０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ649号墓 350 北 ２ 7２ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ651号墓 355 北 ５ 4０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ652号墓 355 北 ３ 9７ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ653号墓 ４ 北 ３ 1２ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ654号墓 ０ 北 ２ 9３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ655号墓 １ 北 ２ 7０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ656号墓 ０ 北 ３ 8３ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ657号墓 357 北 ４ 0８ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162焼溝Ｍ658号墓 ２ 北 ４ 4０ 小型 戦国中晩期 考古学報 1954年 第１期 127-162１Ｍ1083号墓 ７ 北 ３ 9８ 小型 戦国中晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ1064号墓 1０ 北 １ 7８ 小型 戦国晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ1068号墓 ５ 北 ２ 0０ 小型 戦国晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ1084号墓 ５ 北 １ 8８ 小型 戦国晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ1142号墓 ４ 北 ２ 4９ 小型 戦国晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ1144号墓 ０ 北 ２ 3０ 小型 戦国晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ938号墓 358 北 ３ 8３ 小型 戦国晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０１Ｍ995号墓 ４ 北 １ 5８ 小型 戦|刊晩期 中原文物 1999年 第１期 4－３０
Hosei University Repository
。曾印ユのq-PLL肇嚥盃一許・嚥各・砂巽澱半)Ｘ喋馳副＊
o-PLL孑腿ｌｆ１の９Ｖ)ｎ房ユ11811ホ，孑珊劉圓
皿９孑斗劉凰軍、怪|軍甲)⑦曽印ユ[９９ａ・孑珊剃国職・栂塁、丁孑「(jil弧11|｣」ギ)①９２印ユ１１１１±〔９９昇昴、Ｏ９２
ｌ１〒Ujj鞠？[q胸中のＭ寺{１号、｢図?Ii1l」甲)の９２〔ｑｇｆ１ユマ斗孝{１回轍、胴歎」ギ)の９２くり(ﾃﾞｲ)評７Ｍ劃)Y！【墓ａヰロ
ーＰｏ２ｎユブ空呈肌動皀〔9名手)の９Ｖ)耳ユ測IjIlユｃ羽。〉Ｐ一諏二)の９２(1ユ1＃三号勝｡ＩＸ鵬）iMi慨手)ユＶ１ｃ｡１Ｍ拳{1＊
Ⅱ
孟
黛
（
田
卸
）
冒
留
２
百
ｓ
⑪
護
憲
圏
型
H o s e i  U n i v e r s i t y  R e p o s i t o r y
表八洛陽東周墓・分類表
1．洛陽春秋墓 法政
史
学
第
五
十
七
号
■■■
■■■■■皿ⅢⅢ
■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■
ⅢⅢ
2．洛陽戦国墓
■■■
■■■皿皿■田
■■■■■■■■Ⅲ■
■■■■■■■■■■ⅢⅢ
■■■■■■■■■■■■
mmm
3．洛陽東周未分期墓
人卑皇｜坦鳧
■■■■■■■■■Ⅲ皿囮
叩一■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■
■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■
■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■
■■■■■■■■ﾛ■l■■■l■■■
■■■皿－m
4．洛陽周墓
＝卍田呂呂卍
呂語呂■■■ 六
＊春秋・戦国墓中、北東・南東・北西・南西は各項目「０」である
ため省略した。
＊東周未分期墓中、南東・北西・南西は各項目「０」であるため省
略した。
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノ|､型墓 計
北 ０ ３ 1４ 7９ 9６
東 ０ ０ ０ ６ ６
南 １ ０ ０ ８ ９
西 ０ ０ ０ ３ ３
計 １ ３ 1４ 9６ 114
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノ|、型墓 計
北 ６ ６ 3２ 188 232
東 ０ ０ ３ 1６ 1９
南 ０ ０ ０ 1４ 1４
西 ０ ０ ２ １ ３
計 ６ ６ 3７ 219 268
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノI､型墓 計
北 １ 1 1２ 100 114
北東 ０ ０ ０ １ 1
東 ０ ０ ０ ７ ７
南 ０ ０ ０ ４ ４
西 ０ ０ ０ ０ ０
計 １ 1 1２ 112 126
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ 小型墓 計
北 ０ ０ ０ ６ ６
東 ０ ０ ０ ０ ０
南 ０ ０ ０ １ 1
西 ０ ０ ０ ０ ０
計 ０ ０ ０ ７ ７
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紀
元
前
七
七
○
年
周
王
朝
は
都
を
洛
邑
に
遷
す
。
東
周
時
代
で
あ
る
。
都
を
遷
す
の
に
伴
い
、
当
然
今
ま
で
西
周
の
都
鎬
京
に
居
住
し
て
い
た
人
々
が
洛
邑
の
構
成
員
と
し
て
加
わ
る
。
こ
の
事
に
よ
り
東
周
時
代
の
墓
葬
の
中
に
鎬
京
か
ら
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
要
素
が
反
映
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
果
た
し
て
洛
陽
地
区
の
東
周
墓
は
西
周
墓
と
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
西
周
時
代
の
墓
葬
分
析
と
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
東
周
時
代
の
洛
陽
墓
を
見
て
い
こ
うと思う。
東
周
時
代
の
洛
陽
墓
は
西
周
時
代
の
そ
れ
に
比
べ
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
洛
陽
中
州
路
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
つ
か
っ
た
東
周
墓
は
随
葬
品
か
ら
中
州
路
第
一
期
か
ら
第
七
期
ま
で
に
時
代
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
洛
陽
に
限
ら
ず
そ
の
他
の
地
域
の
東
周
墓
を
年
代
比
定
す
る
際
の
基
（旧）
準
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
編
年
作
業
の
再
構
築
を
現
段
階
で
は
一
忌
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
外
的
に
違
う
方
向
に
向
く
墓
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
例
外
は
、
管
見
の
限
り
猩
河
両
岸
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
は
大
別
し
て
北
向
き
墓
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
以
外
を
向
く
、
例
え
ば
南
向
き
墓
の
グ
ル
ー
プ
と
が
共
存
し
て
い
た
と
い
える。両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
三
洛
陽
地
区
の
東
周
墓
図
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
編
年
基
準
に
従
い
、
東
周
時
代
（加）
の
洛
陽
墓
を
時
代
毎
に
大
き
く
春
秋
墓
と
戦
国
墓
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
墓
葬
を
分
析
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
中
州
路
出
土
の
東
周
墓
の
分
析
を
す
る
。
春
秋
墓
に
つ
い
て
は
表
四
、
戦
国
墓
に
つ
い
て
は
表
五
、
中
州
路
墓
中
、
春
秋
時
代
・
戦
国
時
代
ど
ち
ら
に
分
期
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い
も
の
は
表
六
の
未
分
期
東
周
墓
に
分
類
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
西
周
墓
と
同
様
に
北
向
き
の
墓
が
最
も
多
く
、
全
体
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
。
中
州
路
以
外
に
、
個
別
に
報
告
さ
れ
る
洛
陽
地
区
出
土
の
東
周
墓
も
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
上
掲
の
基
準
に
よ
っ
て
分
析
し
た
の
が
表
七
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
表
七
の
デ
ー
タ
と
中
州
路
出
土
東
周
墓
と
を
合
算
し
、
ま
と
め
た
も
の
が
表
八
で
あ
る
。
春
秋
墓
・
戦
国
墓
・
東
周
未
分
期
墓
及
び
そ
の
他
周
墓
そ
れ
ぞ
れ
に
分
（皿）
け
て
一
不
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
中
州
路
の
東
周
墓
と
同
様
に
北
向
き
が
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
北
向
き
以
外
の
墓
に
目
を
転
ず
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
中
州
路
を
中
心
と
す
る
現
洛
陽
市
街
地
に
集
中
す
る
。
す
な
わ
ち
東
周
王
城
が
あ
る
付
近
に
は
、
北
向
き
以
外
に
、
西
向
き
・
東
向
き
・
南
向
き
の
墓
が
存
在
す
る
。
西
周
時
代
は
濾
河
両
岸
の
地
域
に
北
向
き
以
外
の
墓
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
東
周
時
代
は
澗
河
が
流
れ
る
東
周
王
城
周
辺
に
北
向
き
以
外
の
墓
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
＝＝￣
七
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法
政
史
学
第
五
十
七
号
普波村
漕
客省荘
張家城馬玉村
１１１大原村
河西王村
Ｉ祷村 ０１ｋｍ￣－－－
豐河を中心とする漕西地区（『漕西発掘報告」をもとに作成）図三
三八
西周のＭ一四口看墓とその周辺に比べると、小規模にはな
るが、北向き以外の集団で且つ階級差が見られるような状
況が東周王城周辺の墓葬に見受けられる。Ｍ一四号墓を中
心
と
す
る
集
団
が
洛
陽
地
域
以
外
の
集
団
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
東
周
王
城
周
辺
の
状
況
も
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の一つの可能性として、筆者は東遷にともなって、洛陽地
域に移り住んだ人々を想定している。東周王城というのは
東
周
時
代
、
周
王
が
居
し
た
都
城
と
言
わ
れ
て
い
る
。
西
周
の
都
鎬
京
か
ら
遷
っ
て
き
た
人
々
も
こ
の
周
辺
に
居
を
構
え
、
生
活
し
、
墓
を
作
っ
た
と
い
う
想
定
も
十
分
可
能
で
あ
る
。
表
八
で
示
し
た
よ
う
に
、
東
周
時
代
の
洛
陽
墓
は
全
体
と
し
て
は
西
周
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
だ
が
、
北
向
き
以
外
の
墓
の
分
布
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
そ
の
範
囲
は
異
な
り
、
北
向
き
以
外
の
墓
を
作
る
グ
ル
ー
プ
は
西
周
時
代
の
癌
河
流
域
か
ら
東
周
王
城付近へと範囲を変えている。もし、西周王室の人々に一
つ
の
方
角
に
集
約
す
る
の
で
は
な
く
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
の
墓
を
作
る
習
俗
が
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
洛
陽
の
東
周
王
城
周
辺
に
認
め
ら
れ
る
様
相
は
鎬
京
か
ら
遷
っ
て
き
た
西
周
王
室
の
人
々
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ま
た
西
周
時
代
の
濾
河
両
岸
に
見
ら
れ
る
様
相
は
西
周
王
室
に
近
い
人
々
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ひ
い
て
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両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
表九漕西地区西周墓
*北東・南西・北西は各項目「０」であるため省略した。
周
の
文
王
は
豐
京
を
都
と
し
、
続
く
武
王
は
鎬
京
を
都
と
し
た
と
一一一一口われている。この二つの都があったとされるのは険西省
長
安
県
を
流
れ
る
豐
河
両
岸
で
、
西
岸
は
豐
京
、
東
岸
は
鎬
京
に
そ
（犯）
れぞれ比定されている。それを示したのが図一二である。実
際
に
漕
河
西
岸
の
長
安
県
客
家
荘
や
張
家
玻
｜
帯
か
ら
西
周
時
代
の
（、）
遺
構
・
遺
物
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
貴
族
で
あ
る
こ
（別）
とを一示すような遺物を随葬ロ加に持つ墓、車馬坑も認めら
（妬）
れ
、
こ
の
周
辺
に
里
貝
族
墓
群
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
漕
西
地
区
を
西
周
王
朝
の
都
を
構
成
し
て
い
た
人
々
の
墓
区
と
し
、
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
こ
の
付
近
で
出
土
し
た西周墓を以て洛陽墓との比較を試みたいと思う。
漕
西
地
区
の
墓
地
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
報
告
さ
れ
て
い
る
（別）
も
の
に
『
漕
西
発
掘
報
上
□
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
長
安
県
の
張
家
波
及
び
客
省
荘
で
発
見
さ
れ
た
西
周
墓
と
、
客
省
荘
で
出
土
し
た
東
周
墓
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
漕
西
地
三
九
は
西
周
時
代
の
洛
邑
は
恐
ら
く
樫
河
両
岸
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
仮
説
も
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
次
に
こ
の
仮
定
を
裏
付
け
る
た
め
の
試
み
と
し
て
漕
西
地
区
の
西
周
墓
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
四
漕
西
地
区
と
洛
陽
地
区
の
西
周
墓
大型墓 中型墓ａ 中型墓ｂ ノ]､型墓 計
北 ３ ４ ４ 7９ 9０
東 １ 1 ９ 8３ 9４
南東 ０ ０ １ 1 ２
南 ２ ０ ４ 6１ 6７
西 ０ ０ ４ 106 110
計 ６ ５ 2２ 330 363
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区
で
度
々
行
わ
れ
た
発
掘
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
も
の
が
あ
（”）
る。上掲の洛陽墓の分類基準に基傘つき、それ『ｂを分析した
の
が
表
九
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
北
向
き
墓
は
全
体
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
向
き
墓
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
南
向
き
墓
は
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
向
き
墓
は
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
東
西
南
北
方
向
の
墓
が
ほ
ぼ
平
均
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
漕
西
地
区
の
西
周
墓
は
北
向
き
と
い
う
よ
う
な
一
極
に
統
一
さ
れ
た
墓
の
作
り
方
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
考える。
以
上
の
よ
う
に
、
西
周
期
に
お
い
て
漕
西
地
区
の
墓
葬
と
洛
陽
地
区
の
墓
葬
は
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
漕
西
地
区
と
洛
陽
地
区
の
住
人
が
墓
葬
と
い
う
点
に
於
い
て
、
異
な
る
習
俗
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
一
方
、
洛
陽
地
区
の
西
周
墓
を
見
る
と
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
西
周
期
で
は
濾
河
両
岸
、
東
周
期
で
は
澗
河
の
流
れ
る
東
周
王
城
周
辺
と
い
う
特
定
地
域
に
於
い
て
漕
西
地
区
と
似
か
よ
っ
た
様
相
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
墓
を
作
る
の
に
際
し
、
あ
る
決
め
ら
れ
た
方
角
に
向
け
て
作
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
方
向
に
向
け
て
各
々
の
墓
を
作
る
と
い
う
様
相
で
あ
る
。
以
上
の
点
は
、
当
該
地
域
の
人
々
と
漕
西
地
区
の
人
々
と
が
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
前
節
の
仮
説
の
立
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
本
稿
で
は
頭
位
と
規
模
に
よ
り
墓
葬
を
分
類
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
洛
陽
地
区
の
被
葬
者
集
団
の
性
格
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
当
該
地
区
に
関
し
て
は
西
周
時
代
か
ら
東
周
時
代
に
か
け
て
、
規
模
に
関
係
な
く
北
向
き
の
墓
が
主
流
を
占
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
全
体
像
と
し
て
は
右
の
ご
と
く
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
例
外
的
な
事
例
と
し
て
方
位
に
特
異
性
を
示
す
特
定
の
墓
葬
区
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
向
き
以
外
の
墓
の
出
土
地
点
を
追
っ
て
い
く
と
、
あ
る
地
域
に
集
中
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
西
周
時
代
の
区
域
は
瀝
河
両
岸
、
東
周
時
代
の
区
域
は
東
周
王
城
周
辺
で
あ
る
。
西
周
時
代
、
洛
陽
地
区
に
は
西
周
王
朝
の
東
方
経
営
の
拠
点
、
東
都
洛
邑
が
造
ら
れ
、
都
城
も
築
城
さ
れ
た
。
恐
ら
く
当
時
の
都
城
の
周
辺
に
於
い
て
は
都
鎬
京
か
ら
の
影
響
が
他
の
地
域
よ
り
も
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
漕
西
地
区
と
似
た
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
墓
群
が
存
在
す
る
一
帯
が
当
時
の
都
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
回
の
分
析
結
果
に
基
づ
け
ば
、
そ
れ
は
濾
河
両
岸
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
更
に
渥
河
両
岸
か
ら
は
北
窯
西
周
墓
の
よ
う
な
貴
族
墓
群
及
び
車
馬
坑
、
鋳
鋼
遺
跡
な
ど
都
を
構
成
す
る
要
素
が
集
中
し
て
見
っ
お
わ
り
に
四
○
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か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
西
周
時
代
の
洛
邑
の
位
置
を
示
す
重
要
な鍵と言える。
西
周
王
朝
が
衰
退
し
、
鎬
京
か
ら
追
わ
れ
洛
邑
の
地
に
遷
都
し
た
と
き
、
新
た
な
都
城
東
周
王
城
を
建
設
し
て
以
後
、
西
周
王
室
と
近
し
い
人
々
す
な
わ
ち
豐
西
地
区
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
東
周
王
城
の
周
辺
に
移
り
住
み
、
そ
の
周
辺
に
自
身
の
文
化
・
習
俗
を
残
し
た
と
推
測
す
る
。
そ
の
反
映
と
し
て
形
作
ら
れ
た
の
が
、
洛
陽
地
域
と
し
て
は
特
有
の
北
方
頭
位
以
外
の
洛
陽
墓
群
で
あ
り
、
今
回
の
分
析
結
果
が
そ
の
様
相
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
洛
陽
地
区
に
は
死
を
北
に
結
び
つ
け
る
観
念
が
根
強
く
、
西
周
王
朝
の
東
都
が
造
ら
れ
て
も
、
東
周
王
朝
の
国
都
が
造
ら
れ
て
も
漕
西
地
区
の
埋
葬
習
俗
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
旧
来
の
習
俗
を
守
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
周
王
朝
の
造
営
し
た
洛
邑
の
都
に
は
、
西
か
ら
来
た
支
配
層
は
少
な
く
、
従
来
の
習
俗
を
受
け
継
ぐ
人
々
が
多
く
居
住
し
て
い
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
当
該
地
域
で
は
、
豐
西
地
区
的
要
素
は
ご
く
一
部
の
地
域
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
当
時
の
洛
邑
は
鎬
京
か
ら
き
た
人
々
に
よ
っ
て
の
み
営
ま
れ
た
都
で
は
な
く
、
そ
の
都
に
住
む
大
多
数
の
人
々
は
む
し
ろ
豐
西
地
区
の
人
々
と
は
異
な
っ
た
思
想
・
習
俗
を
有
し
た
人
々
、
す
な
わ
ち
在
来
の
人
々
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
今
回
は
洛
陽
地
区
に
お
け
る
西
周
時
代
か
ら
東
周
時
代
す
な
わ
ち
春
秋
戦
国
時
代
に
お
け
る
居
住
民
の
様
相
を
墓
葬
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
が
、
本
稿
で
用
い
た
基
準
を
用
い
て
他
の
周
の
封
国
の
墓
葬
を
見
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
洛
陽
地
区
の
西
周
時
代
以
前
の
墓
葬
を
見
る
こ
と
で
も
、
こ
の
地
域
の
大
多
数
の
墓
に
対
す
る
習
俗
を
よ
り
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
北
向
き
墓
は
い
つ
頃
か
ら
主
流
と
な
っ
た
の
か
、
こ
う
し
た
習
俗
は
ど
こ
か
ら
き
た
も
の
な
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
示
唆
を
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
紙
幅
の
都
合
で
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
文
献
と
考
古
学
資
料
の
相
違
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漕
西
地
区
に
は
漕
西
地
区
特
有
の
現
象
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
先
の
「
礼
記
」
の
周
の
北
方
頭
位
と
い
う
記
載
と
は
合
わ
な
い
。
頭
位
か
ら
習
俗
を
捉
え
る
と
い
う
点
で
は
全
く
問
題
は
な
い
が
、
「
礼
記
」
の
記
事
と
考
古
学
資
料
と
の
相
違
は
機
を
改
め
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
註（
１
）
段
王
朝
・
周
王
朝
の
時
代
、
聚
落
を
基
盤
と
し
て
そ
の
連
合
体
と
い
う
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
中
国
古
代
の
都
市
国
家
で
あ
る
と
四
一
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認
識
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
い
う
国
都
と
は
そ
う
し
た
連
合
体
の
中
心
と
な
る
大
邑
を
指
し
て
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
洛
邑
」
と
は
洛
水
に
形
成
さ
れ
た
大
邑
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
ま
た
、
『
春
秋
左
氏
伝
」
や
『
国
語
』
な
ど
中
国
の
古
典
に
お
け
る
都
城
は
天
子
・
諸
侯
の
都
、
又
は
周
代
の
諸
侯
の
子
弟
・
卿
大
夫
の
領
地
に
あ
る
城
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
都
城
は
周
代
の
天
子
・
諸
侯
な
ど
有
力
者
の
城
郭
に
囲
ま
れ
た
都
市
を
指
す
。
古
代
都
市
と
は
以
下
の
五
つ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と
定
義
さ
れ
る
。
第
一
に
人
々
が
聚
住
し
て
い
る
こ
と
、
第
一
一
に
統
治
者
と
非
統
治
者
が
存
在
す
る
こ
と
、
第
三
に
宗
教
関
係
の
施
設
が
存
在
す
る
こ
と
、
第
四
に
大
型
の
祭
祀
関
係
の
芸
術
品
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
第
五
に
交
易
を
可
能
と
す
る
交
通
・
商
工
業
の
発
展
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
る
の
が
都
市
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
都
市
に
城
壁
を
代
表
と
す
る
防
御
施
設
を
設
け
た
も
の
を
都
城
と
認
識
し
て
い
る
。
宮
崎
市
定
「
中
国
城
郭
の
起
源
異説」（『歴史と地理』三一一巻一一一号一九一一一一一一年）、松丸道
雄
「
殿
周
国
家
の
構
造
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
四
」
岩
波
書
店
一
九
七
○
年
）
、
礪
波
護
「
中
国
都
城
の
思
想
」
ｓ
日
本
の
古
代
九
都
城
の
生
態
』
中
央
公
論
社
一
九
八
七
年
）
、
愛
宕
元
「
中
国
の
城
郭
都
市
」
（
中
公
新
書
一
九
九
一
年
）
ほ
か
参
照
。
（
２
）
何
尊
は
一
九
六
三
年
険
西
省
宝
鶏
冒
村
で
出
土
し
た
西
周
前
期
の
青
銅
器
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
に
関
す
る
主
な
論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
唐
蘭
「
祠
尊
銘
文
解
釈
」
、
馬
承
源
「
何
尊
銘
文
初
釈
」
、
張
政
娘
「
何
尊
銘
文
解
釈
補
遺
」
ｓ
文
物
』
一
九
七
六
年
第
一
期
）
、
陳
昌
遠
「
有
関
何
尊
的
幾
個
問
題
」
（
『
中
原
文
物
」
’
九
八
二
年
第
法
政
史
学
第
五
十
七
号
二
期
）
、
劉
恵
孫
「
東
周
与
成
周
」
（
『
人
文
雑
誌
』
一
九
八
四
年
第
三期）、察運章「周初金文与武王定都」（『中原文物」’九
八七年第三期）、李民「何尊銘文与洛邑的興建」（洛陽市第
一
一
工
作
隊
編
「
河
洛
文
明
論
集
』
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
九
三
年）
（
３
）
伊
藤
道
治
「
西
周
王
朝
と
雛
邑
」
（
「
中
国
古
代
国
家
の
支
配
と
構
造」一九八七年）
（
４
）
『
漢
書
」
巻
二
十
八
「
地
理
志
」
河
南
郡
の
条
に
お
い
て
、
雛
陽
は
周
公
が
般
民
を
遷
し
、
成
周
と
な
し
た
と
こ
ろ
、
河
南
は
周
の
武
王
が
九
鼎
を
遷
し
た
と
こ
ろ
に
周
公
が
都
を
造
営
し
王
城
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
王
が
こ
こ
に
居
し
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
成
周
と
王
城
の
問
題
に
関
し
て
は
、
後
藤
均
平
「
成
周
と
王
城
」
（
『
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
’
九
六
一
年
）
に
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
６
）
『
世
界
考
古
学
事
典
」
（
平
凡
社
一
九
七
九
年
）
の
「
都
城
趾
」
の
条
に
関
野
雄
氏
の
定
義
が
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
都
城
遺
跡
は
周
囲
に
城
壁
を
廻
ら
せ
た
都
市
の
遺
跡
の
こ
と
で
、
慣
習
と
し
て
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
限
定
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
都
城
遺
跡
も
こ
の
定
義
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
（
７
）
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
。
九
七
五
’
’
九
七
九
年
洛
陽
北
窯
西
周
鋳
鋼
遺
阯
的
発
掘
」
（
『
考
古
』
’
九
八
三
年
第
五
期
）
の
中
で
北
窯
鋳鋼遺跡から出現した墓葬について一一一一口及している部分を見
る
と
、
｜
っ
の
穴
の
中
に
不
自
然
な
形
で
埋
め
ら
れ
た
人
骨
が
多
数
あ
り
、
そ
う
し
た
様
相
の
被
葬
者
と
墓
室
を
設
け
、
あ
る
程
度
整
え
四
一
一
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ら
れ
て
埋
葬
さ
れ
た
被
葬
者
と
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
者
の
投
げ
捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
状
況
は
「
埋
葬
し
た
」
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
今
回
の
分
析
対
象
と
は
し
な
い
。
（
８
）
楊
寛
『
中
国
都
城
の
起
源
と
発
展
』
（
学
生
社
一
九
八
七
年
）
、
葉万松・張剣・李徳方「西周洛邑城吐考」（「華夏考古』’
九九一年第二期）
（
９
）
松
田
稔
氏
「
中
国
古
代
の
魂
招
き
に
お
け
る
方
位
観
の
変
遷
」
（「宗教研究』第五三巻第一号、’九七九年）
（
Ⅵ
）
松
崎
つ
ね
子
氏
は
「
楚
・
秦
・
漢
墓
の
変
遷
よ
り
秦
の
統
一
を
み
る
１
頭
向
・
葬
式
・
墓
葬
構
造
等
を
通
じ
て
ｌ
」
（
唐
代
史
研
究
会
編
「
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
国
家
と
地
域
ｌ
唐
代
史
研
究
会
報
告
第
八
集
』
刀
水
書
房
一
九
九
七
年
）
の
中
で
ま
ず
頭
向
に
つ
い
て
埋
葬
時
に
お
け
る
「
枕
」
の
方
向
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
新
石
器
時
代
か
ら
秦
末
・
漢
初
の
時
期
に
頭
向
き
を
意
識
し
た
習
俗
が
あ
り
、
そ
れ
に
地
域
性
が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
こ
の
事
を
分
析
す
る
に
当
た
り
頭
向
き
を
北
向
き
は
○
度
、
東
向
き
は
九
○
度
、
南
向
きは一八○度、西向きは二七○度を中心にそれぞれ前後一一一
○
度
ず
つ
を
そ
の
範
囲
と
し
、
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
（
、
）
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
『
洛
陽
北
窯
西
周
墓
』
（
文
物
出
版
社
一
九九九年）中の第一章墓地概況に於いて一一一一口及されている。
（
、
）
「
洛
陽
北
窯
西
周
墓
』
で
は
個
々
の
墓
の
デ
ー
タ
が
西
周
早
期
墓
、
西
周
中
期
墓
、
西
周
晩
期
墓
、
未
分
期
の
西
周
墓
と
い
う
よ
う
に
時
代
区
分
ご
と
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
田
）
『
洛
陽
中
州
路
（
西
工
段
）
」
（
科
学
出
版
社
一
九
五
九
年
）
両
周
墓
葬
か
ら
見
る
洛
邑
（
杉
田
）
（
ｕ
）
楊
育
彬
ほ
か
編
『
二
○
世
紀
河
南
考
古
発
現
与
研
究
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
九
七
年
）
、
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
編
『
洛
陽
考
古
四
○
年
」
（
科
学
出
版
社
一
九
九
六
年
）
（
咀
）
こ
の
他
、
張
剣
・
察
運
章
「
洛
陽
白
馬
寺
西
周
晩
期
墓
」
（
「
文
物
』
一
九
九
八
年
第
一
○
期
）
が
伝
え
る
よ
う
に
、
漢
魏
洛
陽
城
付
近
で
も
西
周
墓
は
見
つ
か
っ
て
い
る
。
（
咄
）
発
掘
の
進
め
方
に
よ
る
偏
り
は
多
少
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
ま
で
の
成
果
か
ら
本
文
の
よ
う
に
考
え
る
。
（
Ⅳ
）
「
洛
陽
中
州
路
』
以
外
に
洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
五
女
家西周墓発掘簡報」（『文物」一九九七年第九期）、「洛陽五
女
家
西
周
早
期
墓
葬
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二
○
○
○
年
第
一
○
期
）
で
報
告
さ
れ
る
小
型
墓
は
全
て
北
向
き
で
あ
る
。
（
旧
）
洛
陽
博
物
館
「
洛
陽
北
窯
村
西
周
遺
吐
一
九
七
四
年
度
発
掘
簡
報」（『文物」’九八一年第七期）
（
岨
）
飯
島
武
次
『
中
国
周
文
化
考
古
学
研
究
』
（
同
成
社
一
九
九
八
年）
（
別
）
中
州
路
第
一
・
一
一
・
三
期
は
春
秋
時
代
に
、
第
四
・
五
・
六
・
七
期
は
戦
国
時
代
に
区
分
さ
れ
る
。
（
Ⅲ
）
典
拠
の
資
料
が
示
す
墓
葬
の
年
代
に
応
じ
て
、
春
秋
墓
・
戦
国
墓
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
春
秋
時
代
の
も
の
と
も
戦
国
時
代
の
も
の
と
も
判
断
は
付
か
な
い
が
東
周
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
は
「
東
周
墓
」
、
西
周
で
あ
る
か
東
周
で
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
が
周
代
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
は
「
周
墓
」
と
す
る
。
（
皿
）
前
掲
。
註
（
四
）
飯
島
前
掲
書
参
照
。
四
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／￣、／－，
２７２６
、－ノ、－ノ
法
政
史
学
第
五
十
七
号
（
羽
）
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
漕
西
発
掘
報
告
』
（
科
学
出
版
社
一
九
六
二
年
）
及
び
註
（
岨
）
飯
島
前
掲
書
に
見
え
る
。
（
別
）
例
と
し
て
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
攪
西
発
掘
隊
「
長
安
張
家
彼
西
周
井
叔
墓
発
掘
簡
報
」
（
「
考
古
』
’
九
八
六
年
第
一
期
）
、
同
「
陳
西
長
安
張
家
玻
Ｍ
’
七
○
号
井
叔
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
’
九
九
○
年
第
六
期
）
で
報
告
さ
れ
る
大
型
墓
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
邪
）
前
掲
の
「
漕
西
発
掘
報
告
』
中
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
稽
西
発
掘
報
告
」
の
他
、
趙
永
福
「
’
九
六
一
’
六
二
年
漕
西
発
掘
簡
報
」
ｓ
考
古
』
’
九
八
四
年
第
九
期
）
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
漕
西
工
作
隊
二
九
六
七
年
長
安
張
家
玻
西
周
墓
葬
的
発
掘
」
「
考
古
学
報
』
’
九
八
○
年
第
四
期
）
、
同
「
一
九
七
六
’
’
九
七
八
年
長
安
漕
西
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
’
九
八
一
年
第
一
期
）
、
同
「
長
安
張
家
玻
西
周
井
叔
墓
発
掘
簡
報
」
ｓ
考
古
』
一
九
八
六
年
第
一
期
）
、
同
．
九
七
九
’
’
九
八
一
年
長
安
増
西
、
濯
東発掘簡報」（『考古』’九八六年第一一一期）、同「一九八四
年
漕
西
大
原
村
西
周
墓
地
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
’
九
八
六
年
第
一
一
期
）
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
漕
鎬
隊
．
九
八
四
’
八
五
年
漕
西
西
周
遺
肚
、
墓
葬
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
』
一
九
八
七
年
第
一
期
）
、
同
．
九
八
四
年
長
安
普
渡
村
西
周
墓
葬
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
’
九
八
八
年
第
九
期
）
、
同
「
陳
西
長
安
張
家
波
Ｍ
一
七
○
号
井
叔
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
」
’
九
九
○
年
第
六
期
）
、
同
。
九
九
二
年
漕
西
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
九
四
年
第
一
一
期
）
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
漕
西
隊
．
九
八
七
、
’
九
前掲の「僧西丞
前掲。註（羽）
参照。
九
一
年
陳
西
長
安
張
家
玻
的
発
掘
」
含
考
古
』
’
九
九
四
年
第
一
○
期
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
表
九
を
作
成
し
た
。
四
四
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